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なにあいドットコム HPはコチラから→

あいちゃん号 運転協力員募集 ！！

活動内容・・高齢・障害などで公共交通機関の利用が困難な方の医療機関への送迎。

活動日 ・・都合の良い日で調整します。（月に１日～２日でも大丈夫です！）

活動費 ・・活動時間（回数）により、翌月に協力費が支払われます。

＊事前に講習を受けていただくので、安心してはじめられます！

家事支援（草刈り・耕運）協力員募集 ！！
活動内容・・草刈り・家庭菜園の耕運作業。

（無理なくできる範囲の支援となります）

活動日 ・・都合の良い日で調整します。（土・日の活動でも可。）

活動費 ・・活動時間（回数）により、翌月に協力費が支払われます。

◆◆あいちゃん号運転協力員研修会◆◆
第３次七二会地区地域福祉活動計画

⑩ 地域たすけあい事業『おたすけあいちゃん』

研修で使用したＤＶＤと事例集

令和５年１２月１１日、七二会支所会議室にて、あいちゃん号運転協力員研修会が行われました。

今回は、運転中の『ヒヤリハット』について、教材ＤＶＤや事例集を見ながら研修を行いました。交

差点や夜間、雨天時などは特に注意が必要になり安全確認の重要さを再確認しました。冬期は雪道で

の運行も多いため、運転協力員の皆さんには、いつも以上に慎重な運転をお願いしました。

＊ヒヤリハットとは、重大な災害や事故に直結する一歩手前の出来事のことを指します。

思いがけない出来事に「ヒヤリ」としたり、事故寸前のミスに「ハッ」としたりすることが名前の由来です。

・あいちゃん号に関するお問い合わせ・お申し込み

・協力員を「やってみようかな！」という方

地域たすけあい事務局 026-229-2701
担当：小林・坂田までお問い合わせください。

身近な支えあいの活動です。

あなたのご参加を

おまちしております！



なにあいドットコム HPはコチラから→

編集のつぶやき

お茶のみサロン通信
～ 各地区で行われた

「お茶のみサロン」のご紹介です。～

この日は昔懐かしいＤＶＤ『美空ひばり～ふり袖太平記～』を大きな画面で上

映。珍しい企画とあって普段は来られない男性の参加者もあり賑やかなサロン

となりました。

締めくくりは平出サロンではすっかりお馴染みとなった『七二会フレッシュ

体操』を解説入りＤＶＤを観ながら行いました。
（平出区民生委員児童委員さんのお話より）

１１月８日（水）平出サロン ～平出公民館にて～

11月９日（木）定谷サロン ～定谷公民館にて～

第３次七二会地区地域福祉活動計画

①お茶のみサロンの推進

オリンピックイヤーの２０２４年、ということは、今年は閏年。

そんな巡り合わせもあってか、３連休が１０回もある年だ。

筆者が学生の頃は祝日と言えば年間１２日、しかもその日が日曜日だと、

１日損した気分になった。

今や、祝日は１６日、ハッピーマンデー制度もあって、３連休が増えた。

計画的に充実した日々を過ごしたいものだ。

定谷サロンには炬燵があって冬の訪れを感じる頃になると皆でお

炬燵にあたりながら過ごします。第３次地域福祉活動計画の説明も

お茶請けを頂きながらの語らいもレクリェーションも、ぜ～んぶお

炬燵にあたりながら…。健康福祉推進員さんのとんち文字で頭の体

操をして、大型絵本『きつねの電話ボックス』のお話に涙して。身

も心もポッカポカになった皆さんでした。

７月１３日（木）大安寺井戸端サロン ～大安寺公民館にて～

日頃、大安寺地区の井戸端サロン参加者の皆さんとは、同じ地区に住んでいても中々交流の機会が

ありません。健康福祉推進員に携わり、サロンで何をすれば良いのかと考えた時、民生委員さんから

「スマホ教室は？」と意見を頂き、ＩＮＣの方にお願いしてスマホ教室を

開催しました。数人のグループに分かれ、電話の操作、メール・ラインの

打ち方、写真の撮り方やＧｏｏｇｌｅ（グーグル）でのアプリの使い方、

バーコード決裁のやり方など、写真付き資料で、スマホを持っていない方

は貸出しで実際に操作しながら、とても分かりやすく、丁寧に１時間ほど

指導していただきました。

今後も、教室のような取り組みをしてみたら楽しいかと思います。
（寄稿：大安寺区健康福祉推進員 塚田 一子）

令和５年１２月８日（金）七二会支所会議室に於て健康福祉推進員会と特別

研修が行われました。今年度も終盤に入り、活動報告、活動記録及びサロン

事業助成金申請書の提出について説明と今後の予定のお話がありました。

休憩をはさみ特別研修として、宮嵜京子先生による『すぐに生かせる！お

茶のみサロンレクリェーション講座実習編』が行われました。

５０歳を過ぎてから念願の指導員の資格を習得されたという先生は方言を

交えた親しみ易い言葉かけで、私達にゲームの楽しさや連帯感を生みだしに来て下さいました。

「出来ない事を指摘するのではなく、さりげなく励ます言葉がけが大切」というお話が心に残りました。
（寄稿；坪根区健康福祉推進員 石坂 由美）

◆◆ 健康福祉推進員会＆特別研修 ◆◆
第３次七二会地区地域福祉活動計画

⑬健康福祉推進員会事業
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